
VLAN の設定

この章の内容は、次のとおりです。

• VLANについて, 1 ページ

• VLANの設定, 5 ページ

VLAN について

VLAN の概要
VLANは、ユーザの物理的な場所に関係なく、機能またはアプリケーションによって論理的にセ
グメント化されるスイッチドネットワーク内の端末のグループです。VLANは、物理 LANと同
じ属性をすべて備えていますが、同じLANセグメントに物理的に配置されていないエンドステー
ションもグループ化できます。

どのようなスイッチポートでもVLANに属すことができ、ユニキャスト、ブロードキャスト、マ
ルチキャストのパケットは、その VLANに属する端末だけに転送またはフラッディングされま
す。各 VLANは 1つの論理ネットワークであると見なされます。VLANに属していないステー
ション宛てのパケットは、ルータを経由して転送する必要があります。次の図は、論理ネットワー

クとしてのVLANを図示したものです。エンジニアリング部門のステーション、マーケティング
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部門のステーション、および会計部門のステーションはそれぞれ別のVLANに割り当てられてい
ます。

図 1：論理的に定義されたネットワークとしての VLAN

VLANは通常、IPサブネットワークに関連付けられますたとえば、特定の IPサブネットに含まれ
るエンドステーションはすべて同じVLANに属します。VLAN間で通信するには、トラフィック
をルーティングする必要があります。

デフォルトでは、新規に作成された VLANは動作可能です。つまり、新規に作成された VLAN
は、非シャットダウンの状態になります。また、トラフィックを通過させるアクティブステー

ト、またはパケットを通過させない一時停止ステートに、VLANを設定することもできます。デ
フォルトでは、VLANはアクティブステートでトラフィックを通過させます。

VLAN の範囲

Cisco NX-OSデバイスでは、拡張システム IDが常に自動的にイネーブルになります。（注）

このデバイスは、IEEE 802.1Q規格に従って、最大 4094の VLANをサポートします。これらの
VLANは、ソフトウェアによっていくつかの範囲に分割され、範囲によって用途が少しずつ異な
ります。

設定の制限については、スイッチの設定の制限のマニュアルを参照してください。
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この表では、VLAN範囲について説明します。

表 1：VLAN の範囲

使用法範囲VLAN 番号

シスコのデフォルトです。この

VLANは使用できますが、変更
や削除はできません。

標準1

これらの VLANは、作成、使
用、変更、削除できます。

標準2～ 1005

これらの VLANは、作成、命
名、使用できます。次のパラ

メータは変更できません。

•ステートは必ず、アクティ
ブです。

• VLANは常にイネーブル
です。これらの VLANは
シャットダウンできませ

ん。

拡張1006～ 3967と 4048～ 4093

これらの 80の VLANと VLAN
4094は、内部デバイス用に割
り当てられています。内部使用

に予約されたブロック内の

VLANの作成、削除、変更はで
きません。

内部割り当て3968～ 4047と 4094

ソフトウェアにより、動作するために内部VLANを使用する必要があるマルチキャストや診断な
どの機能にVLAN番号のグループが割り当てられます。予約グループのVLANの使用、変更、削
除はできません。内部的に割り当てられている VLAN、およびそれに関連した用途は表示できま
す。

VLAN の作成、削除、変更
VLANには 1～ 4094の番号が付けられます。スイッチを初めて起動したとき、すべての設定済み
ポートはデフォルトVLANに属します。デフォルトVLAN（VLAN1）では、デフォルト値のみ使
用されます。デフォルトVLANでは、アクティビティの作成、削除、および一時停止は行えませ
ん。
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VLANを作成する際は、その VLANに番号を割り当てます。VLANは削除することもできます
が、アクティブ動作ステートから一時停止動作ステートに移行することもできます。既存のVLAN
IDで VLANを作成しようとすると、スイッチは VLANサブモードになりますが、同一の VLAN
は再作成しません。

新しく作成したVLANは、そのVLANにポートが割り当てられるまで使用されません。すべての
ポートはデフォルトで VLAN1に割り当てられます。

VLANの範囲により、次のパラメータをVLAN用に設定できます（デフォルトVLANを除く）。

• VLAN名

•シャットダウンまたは非シャットダウン

特定のVLANを削除すると、そのVLANに関連するポートはシャットダウンされ、トラフィック
は流れなくなります。ただし、システムではその VLANの VLAN/ポートマッピングがすべて維
持されるため、そのVLANの再イネーブル化や再作成を行うと、そのVLANの元のポートはすべ
て自動的に回復します。

VLANコンフィギュレーションサブモードで入力したコマンドはすぐに実行されます。

VLAN 3968～ 4047および 4094は内部使用に予約されています。これらの VLANの変更また
は使用はできません。

（注）

VLAN トランキングプロトコルについて
VTPは、ドメイン間で VTP VLANデータベースを同期するための分散 VLANデータベース管理
プロトコルです。VTPドメインは 1つ以上のネットワークスイッチで構成されます。これらの
ネットワークスイッチは同じ VTPドメイン名を共有し、トランクインターフェイスで接続され
ます。各デバイスは、1つの VTPドメイン、レイヤ 2トランクインターフェイス、およびレイヤ
2ポートチャネルに所属できます。

VTP の注意事項と制約事項
VTP設定時の注意事項と制約事項は次のとおりです。

•ネットワークでVTPがサポートされている場合、スイッチの相互接続に使用されるすべての
トランクポートでVLAN 1が必要です。これらのポートのいずれかからVLAN 1をディセー
ブルにすると、VTPは正常に機能しなくなります。

• VTPをイネーブルにした場合、バージョン 1またはバージョン 2のいずれかを設定する必要
があります。

• show running-configurationコマンドを実行しても、1～ 1000の VLANに関する VLAN設定
情報や VTP設定情報は表示されません。

• VTPプルーニングはサポートされません。
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•予約済みのVLANの範囲の変更後に、copy running-config startup-configコマンドを入力して
リロードする必要があります。次に例を示します。

switch(config)# system vlan 2000 reserve
This will delete all configs on vlans 2000-2127. Continue anyway? (y/n) [no] y

スイッチのリロード後、VLAN 2000～ 2127は内部使用のために予約されます。そのため、
スイッチのリロード前に copy running-config startup-configコマンドを入力する必要がありま
す。この範囲内の VLANを作成することはできません。

• SNMPは CISCO-VTP-MIBオブジェクト上で GETおよび SET操作を実行できます。

• VTPサーバモードおよび VTPクライアントモードはサポートされていません。サポートさ
れているモードは、デフォルトモードであるトランスペアレントモードだけです。

VLAN の設定

VLAN の作成および削除
デフォルト VLANおよびスイッチによる使用のために内部的に割り当てられている VLANを除
き、すべてのVLANは、作成または削除が可能です。VLANを作成すると、そのVLANは自動的
にアクティブステートになります。

VLANを削除すると、その VLANにアソシエートされたポートはシャットダウンします。ト
ラフィックは流れなくなり、パケットはドロップされます。

（注）

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。switch# configure
terminal

ステップ 1   

単独の VLANまたはある範囲に属する複数の VLANを作成
します。

switch(config)# vlan
{vlan-id | vlan-range}

ステップ 2   

VLANにすでに割り当てられている番号を入力すると、その
VLANのVLANコンフィギュレーションサブモードがスイッ
チによって開始されます。内部的に割り当てられているVLAN
に割り当てられている番号を入力すると、エラーメッセージ

が返されます。VLANの範囲を入力し、指定VLANの 1つ以
上が、内部的に割り当てられたVLANの範囲外である場合、
コマンドは範囲外のVLANだけで有効になります。指定でき
る範囲は 2～ 4094です。VLAN1はデフォルト VLANであ
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目的コマンドまたはアク

ション

り、作成や削除はできません。内部使用のために予約されて

いる VLANの作成や削除はできません。

指定した VLANまたは VLANの範囲を削除し、VLANコン
フィギュレーションサブモードを終了します。VLAN1また
は内部的に割り当てられている VLANは削除できません。

switch(config-vlan)# no
vlan {vlan-id |
vlan-range}

ステップ 3   

次の例は、15～ 20の範囲で VLANを作成する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# vlan 15-20

VLANコンフィギュレーションサブモードで VLANの作成と削除を行うこともできます。（注）

VLAN の設定
VLANの次のパラメータの設定または変更を行うには、VLANコンフィギュレーションサブモー
ドを開始する必要があります。

•名前

• Shut down

デフォルト VLANまたは内部的に割り当てられた VLANの作成、削除、変更はできません。
また、一部の VLANでは変更できないパラメータがあります。

（注）

手順

目的コマンドまたはアク

ション

グローバルコンフィギュレーションモードを開始しま

す。

switch# configure
terminal

ステップ 1   

VLANコンフィギュレーションサブモードを開始します。
VLANが存在しない場合は、先に指定 VLANが作成され
ます。

switch(config)# vlan
{vlan-id | vlan-range}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアク

ション

VLANに名前を付けます。32文字までの英数字を入力し
てVLANに名前を付けることができます。VLAN1または

switch(config-vlan)#
namevlan-name

ステップ 3   

内部的に割り当てられている VLANの名前は変更できま
せん。デフォルト値はVLANxxxxであり、xxxxは、VLAN
ID番号と等しい 4桁の数字（先行ゼロも含む）を表しま
す。

VLANのステート（アクティブまたは一時停止）を設定
します。VLANステートを一時停止（suspended）にする

switch(config-vlan)# state
{active | suspend}

ステップ 4   

と、その VLANに関連付けられたポートがシャットダウ
ンし、VLANのトラフィック転送が停止します。デフォ
ルトステートは activeです。デフォルト VLANおよび
VLAN1006～ 4094のステートを一時停止にすることはで
きません。

（任意）

VLANをイネーブルにします。デフォルト値は no
shutdown（イネーブル）です。デフォルト VLANの

switch(config-vlan)# no
shutdown

ステップ 5   

VLAN1、または VLAN 1006～ 4094はシャットダウンで
きません。

次の例は、VLAN 5のオプションパラメータを設定する方法を示しています。
switch# configure terminal
switch(config)# vlan 5
switch(config-vlan)# name accounting
switch(config-vlan)# state active
switch(config-vlan)# no shutdown

VLAN へのポートの追加
VLANの設定が完了したら、ポートを割り当てます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

設定するインターフェイスを指定し、インター

フェイスコンフィギュレーションモードを開始

switch(config)# interface
{ethernetslot/port |
port-channelnumber}

ステップ 2   
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目的コマンドまたはアクション

します。インターフェイスは、物理イーサネッ

トポートでも EtherChannelでもかまいません。

インターフェイスのアクセスモードを指定

VLANに設定します。
switch(config-if)#
switchportaccess vlanvlan-id

ステップ 3   

次の例は、VLAN 5に参加するようにイーサネットインターフェイスを設定する方法を示してい
ます。

switch# configure terminal
switch(config)# interface ethernet 1/13
switch(config-if)# switchport access vlan 5

VLAN メンバシップ整合性チェッカーのトリガー
VLANメンバシップ整合性チェッカーを手動でトリガーして、VLAN上のすべてのポートのハー
ドウェア設定とソフトウェア設定を比較し、結果を表示することができます。VLANメンバシッ
プ整合性チェッカーを手動でトリガーして結果を表示するには、次のコマンドを特定のモードで

使用します。

手順

目的コマンドまたはアクション

vlan-idのメンバーポートに対するVLANメ
ンバーシップ整合性検査を開始して結果を

表示します。

switch# show consistency-checker
membership vlanvlan-id

ステップ 1   

次に、VLANメンバーシップ整合性検査をトリガーして結果を表示する例を示します。
switch# show consistency-checker membership vlan 2
Checks: Port membership of Vlan
Vlan 2 :
Consistency Check: PASSED
Vlan:2, Hardware state consistent for:
Ethernet1/18
Ethernet1/20
Ethernet1/29
Ethernet1/30
Ethernet1/31
Ethernet1/32
Ethernet1/33
Ethernet1/34
Ethernet1/35
Ethernet1/36
Ethernet1/37
Ethernet1/38
Ethernet1/39
Ethernet1/4
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Ethernet1/40
Ethernet1/41
Ethernet1/42
Ethernet1/43
Ethernet1/44
Ethernet1/45
Ethernet1/46
Ethernet1/47
Ethernet1/48
Ethernet1/5
Ethernet1/6

ルーテッド SVI としての VLAN の設定
ルーテッドスイッチ仮想インターフェイス（SVI）となるように VLANを設定できます。

はじめる前に

•レイヤ 3ライセンスをインストールします。詳細については、Cisco NX-OSソフトウェアの
ライセンスおよび版権情報は、次のURLから入手できます。http://www.cisco.com/en/US/docs/
switches/datacenter/sw/4_0/nx-os/license_agreement/nx-ossw_lisns.htmlを参照してください。

•この機能の注意事項および制限事項を必ず理解するようにしてください。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを

開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

SVIの作成をイネーブルにします。switch(config)# feature
interface-vlan

ステップ 2   

VLANインターフェイス（SVI）を作成し、
インターフェイスコンフィギュレーション

モードを開始します。

switch(config)#
interface-vlanvlan-id

ステップ 3   

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

次に、VLANをルーテッド SVIとして設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 5
switch(config-if)# copy running-config startup-config
switch(config-if)#

次に、VLANからルーテッド SVI機能を削除する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# no interface vlan 5
switch(config-if)# copy running-config startup-config
switch(config-if)#
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次の作業

このインターフェイスでルーティングプロトコルを設定できます。

管理 SVI としての VLAN の設定
管理スイッチ仮想インターフェイス（SVI）となるように VLANを設定できます。

手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモード

を開始します。

switch# configure terminalステップ 1   

SVIの作成をイネーブルにします。switch(config)# feature
interface-vlan

ステップ 2   

VLANインターフェイス（SVI）を作成し、
SVIをインバンド管理に使用するように設定
します。

switch(config)#
interface-vlanvlan-idmanagement

ステップ 3   

実行コンフィギュレーションを、スタート

アップコンフィギュレーションにコピーし

ます。

switch(config-if)# copy
running-config startup-config

ステップ 4   

次に、VLANを管理 SVIとして設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature interface-vlan
switch(config)# interface vlan 5
switch(config-if)# management
switch(config-if)# copy running-config startup-config
switch(config-if)#

次に、SVIから管理機能を削除する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# interface vlan 5
switch(config-if)# no management
switch(config-if)# copy running-config startup-config
switch(config-if)#

VTP の設定
VTPをイネーブルにし、設定できます。VTPをイネーブルにした場合、バージョン 1またはバー
ジョン 2のいずれかを設定する必要があります。VTPをトークンリング環境で使用している場合
は、バージョン 2を使用する必要があります。
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手順

目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーションモードを開

始します。

switch# configure terminalステップ 1   

デバイスのVTPをイネーブルにします。デフォ
ルトではディセーブルになっています。

switch(config)# feature vtpステップ 2   

このデバイスを追加するVTPドメインの名前を
指定します。デフォルトは空白です。

switch(config)# vtp
domaindomain-name

ステップ 3   

使用するVTPバージョンを設定します。デフォ
ルトはバージョン 1です。

switch(config)# vtp version {1|
2}

ステップ 4   

VTP設定を保存する IFSファイルシステムファ
イルの ASCIIファイル名を指定します。

switch(config)# vtp
filefile-name

ステップ 5   

VTP管理ドメイン用のパスワードを指定しま
す。

switch(config)# vtp
passwordpassword-value

ステップ 6   

コンフィギュレーションサブモードを終了しま

す。

switch(config)# exitステップ 7   

（任意）

バージョン、モード、リビジョン番号など、デ

バイス上の VTP設定に関する情報を表示しま
す。

switch# show vtp statusステップ 8   

（任意）

デバイス上のVTPアドバタイズメントに関する
統計情報を表示します。

switch# show vtp countersステップ 9   

（任意）

VTP-enabledインターフェイスのリストを表示し
ます。

switch# show vtp interfaceステップ 10   

（任意）

管理 VTPドメイン用のパスワードを表示しま
す。

switch# show vtp passwordステップ 11   

（任意）

実行コンフィギュレーションを、スタートアッ

プコンフィギュレーションにコピーします。

switch# copy running-config
startup-config

ステップ 12   
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次に、デバイスの VTPを設定する例を示します。
switch# configure terminal
switch(config)# feature vtp
switch(config)# vtp domain accounting
switch(config)# vtp version 2
switch(config)# exit
switch#

次に、VTPステータスを表示する例を示します。スイッチがバージョン 2をサポート可能である
こと、およびスイッチが現在バージョン 1を実行していることがわかります。
switch(config)# show vtp status
VTP Status Information
----------------------
VTP Version : 2 (capable)
Configuration Revision : 0
Maximum VLANs supported locally : 1005
Number of existing VLANs : 502
VTP Operating Mode : Transparent
VTP Domain Name :
VTP Pruning Mode : Disabled (Operationally Disabled)
VTP V2 Mode : Disabled
VTP Traps Generation : Disabled
MD5 Digest : 0xF5 0xF1 0xEC 0xE7 0x29 0x0C 0x2D 0x01
Configuration last modified by 60.10.10.1 at 0-0-00 00:00:00
VTP version running : 1

VLAN の設定の確認
次のいずれかのコマンドを使用して、設定を確認します。

目的コマンド

VLAN情報を表示します。

Release 7.0(3)I2(1)以
降、show
running-config vlanの
出力には、VLAN出
力が複数回表示され

ます。この動作の変

更による機能への影

響はありません。

（注）

switch# show running-config vlan [vlan_id | vlan_range]

定義済み VLANの選択した設
定情報を表示します。

switch# show vlan [brief | id [vlan_id | vlan_range] | namename |
summary ]

   Cisco Nexus 3000 シリーズ NX-OS レイヤ 2 スイッチング構成ガイドリリース 7.x
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